
まえがき＝鉄筋棒鋼（異形棒鋼）を主体とする普通鋼棒
鋼は，主原料のスクラップを電気炉で溶かして成分調整
し，連続鋳造工程，圧延工程を経て最終製品となる。こ
れらの製造プラントは一般にミニミルと呼ばれ，スクラ
ップ発生地域の近隣に建設され，その地域の建材（鉄筋
棒鋼や形鋼など）需要を満たすことが多い。資源リサイ



ことが大きなテーマであり，以下のように種々の技術開
発が行われてきた。
2．1．1　1970 年代末～ 1980 年代：圧延速度の高速化・

精整処理能力向上

　70 年代末に当社は，高速で圧延された材料を分割切断
して，直棒のまま安定して冷却床に取込む技術を開発し





る。レイアウト上，連鋳設備出側と圧延設備を同一平面㾱 テ妧




